
〈辻佐保子手帳一覧〉
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手帳 表 題（文中の「I」は改行を示す） 国名（主な地域） 年代 同時期の辻邦生の濤外移動記餞（佐保子はほぼ全旅行に同行） ＊
種別・

I (Chnire de Maximicn}/ I /Pnris. 3 juin→ IS.TSU」1 イタリア（ラヴェンナ） (1958~i～か）

S.TSUJI/Le 26 jullet 1958→ /Le 11 aout 19お/[II] /a l'o;l;c,s フランス（ポワティエ）
1957年9月411、フランス致府保渥留＇r生として憤浜からフランス帆

2 1958/7/26 船カンポージュりで浜仏

S.TSUJ[/［日］/Le12 """'1958ーは 28aout/ lt"lic イタリア（ピサ、ローマ、フローレンス、ラヴェンナ、ヴェ 1958/8/ 12-
1958年4)1、ジュネープ、ベルン、.,.ューリッ ヒヘ。7-8}）、クレ

3 ニス．ヴェローナ｀プレシア） 8／お
ルモンフェランに沿在、この地を拠点にオーヴェルニュ地）iを尿行。

ポワチエ大＇和19 1恥文11\lilf究1'ilil~\濤札に短期\\II＄後、ニースに茄(f

4 
S.TSUJI/Lc 6 ~ptcmprc 1958ー9novcmbrc/[IIII] /Exp. Miniatures フランス（パリ） 1958/9/6- 最初のイク リア捺行へ

by zan t incs/ Paris Lone! res/Exposit io11 of Byzantine. A rl 9/9 

5 
S.TSUJI/Ex四 ition M 1 niat urcs/ byzan 11 ncs/1、e23 novcmbre フランス（パリ） 1958/11/23-

1958ーLe15aout59/[V] 1959/8/15 1959年8}J-9Jl` アテネ、デルポイ、オリンピア，シチリアl'いをめ

$.TSUJI/Ge如e.Sici1eI (1959 89.） I [11] 

ぐる。このmバルテノン神敗でOlf1;u)契Rをつかむ

6 G ギリシア、シナリア 1959/8~ 9 

7 G S9.) TI S[ U¥I Jl/Espagnc/ 1¥ rlcs Ma函 illcs/L.1 ngucdoc-Prowncc/ (1960 8 - スベイン、フランス（アルル，マル七イユ） 1960/8-9 

］ 

8 G S.TSUjl/lTALIE/匝饂FbG!lENGF./-(1960.10-11)/[II] イタリア （ローマ） 1960 / 10~ II 1960年7-8月、スベインから1liフランスを旅行。12Jl.フライプル

グに沿在．チロル地）ì オーストリ7ヘミュンヘン｀フランクフル， ITALIE イタリア （ローマ｀フローレンス／7ィレンツェ、 ミラノ） 1960/10/17-19 トに沿在

10 G 
S.TSUJI/Pa,;sf恥 lg;Quc/llollande/1960 11→ 1961叩 p.OCI.I（X]/ フランス、ペルギー、オランダ、イタリア（ローマ） l!l60／II-

Rome/IT ALIE 1961 /9~ 10 

II G 
S.TSUJI/lTAl,IE/oct 1961→ oov 1961 / [XI] / (~) イタリア （パルマ、 70ーレンス｀アッシジ｀ラ・'f:r.ンナ、 1960/ ll ~ 1961年I})3111、マル七イユからフランス郭船ラオスサで姑1,1

パドヴァ．ヴェニス） 1961/9-11 

12 G 
S.TS UJ 1/Paris-/M u nich-Vicn nc/Listc des microril ms/Photos フランス（パリ、ヴィエンス）、ドイツ （ミュンヘン） 1961111 

Miniatures/cones. Biblio Micros ctc/nov 1961ー／［:a]

13 G Le ca;rc/lstanbul/dcc 1961→/[Xm] エジプ ト（カイロ）、 トルコ（イスタンプール） 1961 / 12 

14 G S.TSUJl/(Xm) 参そ文献や論文炭斤、 ’1会`学'l't灰短人での』茂題1J 19&1/4-

15 (X 11) /SUISSE/ ITALIE-ESPAGNE/ jJ!!i!i, juillct-aout/S.TSUJI スイス．イクリア、スベイン l啜 ／7` 8

16 (XII) /LONDON/OXFOIW/Scp. 1966 /S.TSUJI イギリス（ロンドン、オックスフォード） 1966/9 

ALLE~IAGNE/ BUDAPI,ST/ 1969/S.TSUJI ドイ ツ（ケルン）｀ハンガリー（プダペスト） 1969/7-9 1968iIS7JI、1(j谷雄芯と ソピエト経1l1で渡仏。プラハ．束匝べ｝い）ン、

ミュンヘン、北1次、イクリアを旅1i後、 翌年9月までバリ茄化

17 
1969年4Jl、プルターニュ地）j-K,J旅行．511、イタ リア旅行。611、
北フランス旅行。7)1、ペルギー、 ドイツを旅行。8/1、北杜火とス

イスのキルヒベルクにあるトーマス・マンのぶヘ

18 C 
PARIS/ITAi.iiツ l!l69／S.TSUJI フランス （パ＇］） ｀イタリア（ナポ＇）、フィレンツェ.1)ミニ， 1969/ JO 

ウルビノ、ローマ）

19 
ESPAGNE/ 1969/S.TSUJI スベイン 1969/ 10/6~ 

11 /3 

20 p 
Projcts d'Nudes pour/ 1971 /Sahoko TSUJI 1 論文 （予定）／ 1111iR( .f定）／IIぷ代 （予定） ~,Xerox cop;e 1971 

（雑比）／V県行本溢文リス ト／ 1971年(TOKYO)IJI

21 G 1971-72-73-74/（名K閲保メモ） 潟森、研究メふ図芥、教授会、大学佐 1971-71 1972年!OJI、北U)豆とドイツ旅行

22 G 
1973 /PA RIS-Bourgognc/1TALIA (Lombard;a) /ENGLAND (East フランス（パリ、プルゴーニュ）｀イタリア（ロンパルデイア）、 1973 4}］、 バリ滞il9(～ 9}I)。8}I、イタリア、イギリス、プルゴーニュ

/¥ ngl ia/New Northumbria) イギリス （エデイ ンパラ、スコ ットランド） 地）i't.<を派行

23 I' Pmjcts d'Hudes pour/ 1973 • 71 /Sahoko TSUJI 1973~ 74 

Voyage aux lndcs/ 1974 ・ 75 /SAHOKO TSUJI イン ド（ポンペイ、オーランガバット、アジャンタ、パッ 1974/12/21- 1974年12)1から翌1月まで仏教迅跡の見学のためイント冴訂l:

24 サバル．サンチ、ポバール、デリー、アグラ、カジュラ＊、 1卯5/1/4
ペナレス、パトナ、ラジギール．プダガヤ、カルカッタ）

25 Tunisia / J¥lgeric/Liban/ 1975 (mars-avril) /S.'l'SUJ I チュニジア．アルジェリア．レバノン 1975/3-4 3JJ、北アフリカ0)，l;（し辺跡や文術釣ヘ

(I)フランス Loire•Auvcrgnc-/ Vclay-Provence/ フランス （ロワールオーヴェルニュ）、ドイツ （リューペック｀ 1975/7~ 10 

(2)ドイツ _,tt-ldettsett/Lubeck-llusum/ フーズム、ライヒェナウ、ゴル トパッハ），イタリア（ローマ，

26 (3)ドイツ lkichcnc au Go¥dbach/Kampcl/ ナポリ、ポンペイ｀シラクサ）

(4)イタリア Roma-Na叫 i/Pompci-Syracu s;.1-/Piasta-Aoueri ua/その
7JI、バリ沿化(~10)1)。8/l、tl祁 ・北ドイ ツヘ旅行。9/I、スイス．

他＇t会(Vat.)名人メモの一部あり／1975/jumct-octobcc/S.TSUJ I 
ナポリ、シ＋＇）アへ

27 
(Sculpture lfomanc) /projel et Nous/ II/ 1975 /S.TSUJ I/France フランス` ドイツ （イデンセン、ヒルデスハイム） 1975/8~9 

Loirc-/¥uvcrgnc/ctc.l A llcrnagnc ldcnscn/ Hildesheim 

28 
I Projcl d'ctudcs/ 2 Livrcs ii commandcs/ 3 articles,i lire/ 1975- 1975~ i615 1976年2)）、パリ経1l1シリアに旅行。6JI.タヒチ守lijiぐIiitの島々

76／釦hokoTSUJI をめぐる

29 
GRECE/YUGOSLAVIJ¥/ 1976.scp/SAIIOKO TSUJI ギリシア（アテネ、サロニキア）、ユーゴスラヴィア 1976/9/2-11 9月、ギリシア、ユーゴスラヴィアを旅行。II})、JFI:I,1とLI本作水

代KI叩の一uとしてり咽を旅行

30 RU認lE/I./ 1977 mai/S.TSUJI ロシア（モスクワ、キエフ、レニングラード．ノヴゴロ ド） 197715I 15-30 

31 
Voyage en Rossie/ U / Iプーシュキン ピザンチンbt/2トレ-,..ャ ロシア 1977/5/15 5)1,‘Iピエト朕行。6月までバリ沿{E
コ7 イコン／3ルマゴレフX術餡(C ); 19n mm 

32 VICQ-BRINAY/ 1977. juin/S.TSUJI フランス （ヴィック、プリネイ） 1977 161 I~ 

33 
I Projcts d'cludcs/ 2 articles:ieerie/ 3 livres ;'I.ichctcr/ (1)A必／12)LI本，研よ,11/(3)研究テーマ／（4）フランス品 1977-78 1978年 !OJI 、バ ')f~{f. (- 11)1)。ポーランドを旅行。ll)J、ナン ト`

1977-78/Sahoko TSUJI 11\~i ラ ロシェル｀アラス守を旅行

*1979年以降の雌の移動叫は「1980年6/1、パリ濡仕（～翌6月）。7JI、イタリア、スイス、ドイ ツを旅行。9/1、イタリ 7、スイスを旅行。 10}］、 プルゴーニュヘ」、 「1981年 lJi、バ＇）沿在(~6)1)。4JI. 

ノルマンデイ、プルタ ＿ニュを旅行。5JI、プルゴーニュヘロマネスク必術探訪の旅。 この後スイス旅行。9/］、バリ滞在(~IOJI)。スベインを旅行」、「1982年3JI、パリ陥イ£(～ヽ9月）。9月、パリ滞在（～

10月）」、「1983年 3月、ト ルコを旅行後、パリヘ(~4月）。 ノルマンディ地）iを旅行」、「1984年3月、バリ滞{E(～ 4)1)。プルターニュ地方、ペルギーを旅行。JI月、パ＇） t百在(-12月）。 ヴェルサイユヘ」、「1_985

年6JI 、パリ滞在 (~ 7 /1)。7JI、マリ、 七ネガル等を旅行」、「1986年6)］、 パリ滞化(~10月）。 スイス、イタリア：クを旅行」、「1987年4J1、パリ滞在(~ 5)1)。7月、イタリア中部を旅行。 10月．プルター

ニュ．ロワール． 1tjフランスを旅行」、「1988年6JI、シチリアを旅行」、「1990年3JI、バリ滞在(-4)1)。 ヴァランセー、ノルマンディ地）rヽ旅行。9JI、バリ滞在(~10月）。 ドイツを旅行」、 「1991年9JI、

バ リ滞在(~10JI)J、「1992年9月、バ リ滞在。紺迩ニューヨーク滞在」、「1994年3月、バリ 滞 化 (-4月），プルゴーニュ地）i、ぺ＇J-地）iを旅行。 12JI、バリ滞在 （～翌1月）」と 1994年まで多数InIに及ぶ。

(「t9原文hl{」第24サ（軽井沢屈脱文h1!、平成21年7月）より抜粋し．追氾）

辻佐保子の手帳 ー一邦生の手帳と比較して
辻佐保子の手帳は、昭和46年 (1971)から急逝する平成23年 (2011)まで住んだ邸輪宅にあった彼女の古斎の机の1Jl/llしから発見された。

手板は、フランス政府給牧留学生として渡航したII{｛和33年 (1958)にはじまり、昭和53年 (1978)までの20年Ill]に使J-1・1されたもので33111rに及ぷ。

これらには、旅先で見た美術作品に対する感想や的確なスケッチがぎっしり とi-1}かれている。佐保子の約60年1iilにわたる美術史研究者としてのスター

トを飾るにふさわしい伐重な記録と言えよう。佐保子がいかにす早くメモをとったかは、夫で小説家 ・辻邦生とc）11生のII]制松本甜等学校時代からの親

友で小説家の北杜夫の対談で辿記を務めたエピソードからも伺える。

また、当館収蔵の辻邦生関係府料には佐保子が使JIlした手帳と同塑の手帳が現時点

で30111}発見されている。これらはf!I生の苦斎机上に戦かれた木箱の中に収められてい

たため、すぐに彼のものと判別がついたが、両者は箪跡がよく似ており 一見するだけ

では佐保子と邦生の手板の判別は付きにくい。邦生の手帳については、 内容を確認し

同定していく必要があるが、作品の構想、小説のプロッ ト、 登楊人物のイメージなど

が古かれているのが特徴だ。いわゆる創作の〈タ ネ帖〉、別名 〈打出の小槌〉として使用

していたものや創作の原動力になった 〈旅〉の記録でもある。邦生は、IIti和 56年 (1981)

以降平成6年 (1994)まで、ほぼ師年渡仏し、フランス国内やイタリア、スイス、トルコ、

ペルギー、マリ、セネガル等を訪れている。ほとんどの旅に佐保子は同行しているため、

この期間の佐保子の手転も存在する可能性がある。今後も瀾査を進めたい。

（学習院大学史料館 学芸貝／プロジェク ト共同研究者： 紹Wゆり ）
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